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北九州空港における令和７年度の貨物取扱量が、２年連続過去最高を更新しましたの

で、お知らせいたします。 

 

１ 航空貨物取扱量の推移 

   令和７年度 貨物取扱量合計：４１，０９２トン（※北九州市集計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 背景 

令和６年４月に就航したヤマトグループ・ＪＡＬグループによる貨物定期便が１

年間を通じて１日あたり４往復８便が安定的に運航されたことにより、貨物取扱量

が堅調に増加した。 

 

３ 今後の取組み 

  国内貨物については、首都圏への多頻度輸送のメリットを活かし、輸送サービス

の更なる拡充を目指す。国際貨物については、九州での半導体関連貨物の需要拡大

の流れを掴み、令和７年には北九州空港の輸出入額が３年連続で過去最高を更新し

た。この勢いを維持しつつ、引き続き、需要の高い貨物を中心とした戦略的な集貨

を図る。 

さらに、令和９年８月末の滑走路 3,000m化を見据え、既存路線の定着化、新規路 

線の誘致、貨物地区の機能強化といった事業推進に加え、物流の脱炭素化と新たな

運び方の確立という次世代に向けた取り組みを一体的に進めることで、「攻めの物流

拠点化」を推進していく。 

 

 

報道発表資料 

【問い合わせ先】 

港湾空港局 空港企画課（担当：今村） 

 TEL：093－582－2308 ／ FAX：093－582－0181 

【年度】 

2年連続過去最高を更新 

北九州空港の貨物取扱量が２年連続過去最高を更新 

～物流拠点化が着実に進展！～ 

 

（単位：トン） 


